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◆新年度が始まりました 
 街路樹もいつの間にか芽吹き始め、まちには希望に満ちた新入生や新社会人たちの姿が見られます。新年度を迎え、希望と決意を胸に新たな生

活をスタートさせた方もいらっしゃることと思います。 
 私はこれまでの２年間、自ら掲げた「いのち輝くマグネット神奈川」の実現に向けて全力を尽くしてきました。知事としての任期の折り返し地点を前

に、今まで仕掛けてきた施策や事業などが新たな展開を見せ始め、ワクワクしているところです。  

◆二つの特区で経済のエンジンを回します 
 例えば、「京浜臨海部ライフイノベーション国際戦略総合特区」に関連し、４月に「ライフイノベーション国際協働センター（ＧＣＣ［注］）」が民間主導で

開設されます。ＧＣＣは、特区の進める国際戦略を強力にサポートする最前線の拠点です。アメリカのＦＤＡ（食品医薬品局）等との連携も視野に入

れ、日本発の革新的医薬品を世界に向け、発信していきます。 
 また、この春には、さがみ縦貫道路の２区間が開通します。広がる道路ネットワークを強みとしながら、２月に国の地域活性化総合特区の指定を勝

ち取った「さがみロボット産業特区」で生活支援ロボットの実用化や普及を促進します。そして、さがみ縦貫道路沿線地域等を「ロボット産業といえば、

神奈川」といわれる地域に育てていきたいと思います。  

◆観光や文化の情報発信で地域を活性化 
 さらに、観光施策にも新しい動きがあります。昨年来、横浜・鎌倉・箱根に次いで、海外にも強力に発信できる魅力的な観光の核をつくるため、新た

な観光の核づくり認定事業に取り組んできました。これまで、三浦半島の城ケ島・三崎漁港周辺地域に加え、大山地域、大磯地域の提案を認定して

います。地元が本当に一枚岩となって誰もが認める神奈川県第４の観光の核になっていけるかどうか、これからの展開が楽しみです。 
 そして、地域活性化の切り札、文化の力で人を引き付けるマグネット・カルチャー（マグカル）事業も新しい局面を迎えます。横浜市西区紅葉ケ丘に

ある県立青少年センターは、これまでも青少年が日頃取り組んでいる舞台芸術活動の成果を発表する機会を提供するとともに、創造活動を支援する

ための講習会などを開催していました。今年は、この青少年センターにマグカル劇場を開設し、若者たちの文化活動の解放区にします。若者がダン

ス・音楽等の舞台芸術を毎週金曜日に発表する「マグカル・フライデー」など、さまざまな催しを行う予定としています。観客の皆さんの評価が発表者

の励みとなります。ぜひお出かけいただき、若者のパワーを実感されてみてはいかがでしょうか。 
 
 このほかにも、４月の県立西部総合職業技術校、５月の愛川太陽光発電所、11月の新県立がんセンターなど、新しい施設も完成し、オープンが予
定されています。 
 
 今年度も、県民の皆さんのいのちが輝く神奈川、魅力に満ち多くの人々を引き付ける神奈川を目指して全力で取り組んでいきたいと思います。  

［注］ＧＣＣ…Global Collaboration Center for Life Innovationの略 

 

 新しい季節が到来しました。県がこれまで進めてきたさまざまな取り組みが、新たな展開を見せ始めています。あたかも神奈川の

潜在力が一気に開花していくように。 

このページの先頭へもどる

県のたよりトップページへもどる 

神奈川県 県民局 くらし県民部 広報県民課 



〒231-8588 横浜市中区日本大通１ 
［電話］045（210）1111［ファックス］045（210）8834 
県のたよりに関する問い合わせフォーム 

このページの所管所属は 県民局 くらし県民部 広報県民課 です。 神奈川県

サイトポリシー・免責事項・著作権 ｜ Copyright(C) -2010 Kanagawa Prefectural Government. All rights reserved.


